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台風発生数の変動要因：
台風の種の発生数と台風への生存率の気候特性

台風発生数の変動は大気海洋の環境場と関係していることが知られています。台風
活動の将来変化については台風の種（注1）と呼ばれる弱い渦の役割が議論されて
いますが、現在気候における台風の種の挙動は不明瞭でした。本研究では過去19
年間の大気の再解析データと台風観測データを用いて、台風の種の発生数と生存率
（注2）を解析しました。その結果、台風の種の生存率が台風発生数の年々変動や水
平分布を特徴付ける重要因子であることを示しました。このことは、環境場が台風の
種の生存率を介して台風発生数に影響することを示唆します。本研究の成果は台風
発生数が決まるメカニズムの理解につながり、台風発生数の将来予測の精緻化に
貢献することが期待されます。

1 研究背景
　台風発生数が決まるメカニズムの理解は、台風活動の変動
や将来変化を議論する上で不可欠です。台風発生数の変動は大
気海洋の環境場と関係していることが知られており、環境場か
ら算出した台風の発生可能性インデックスGPI（注3）と呼ばれ
る台風発生数の指標が複数提案されています。しかしこのよう
なGPIは現在の気候状態における台風発生数に即して定められ
たものであり、これを将来の気候における台風発生の予測に適
用できるかどうかは不明瞭です。台風発生数を理解するために
は、台風の発生過程に立ち戻って「台風の種」の役割を議論す

る必要があります。台風発生数は、台風より弱い対流圏下層の
渦「台風の種」の発生数と、そのうち台風まで発達した割合「生
存率」の積と見なすことができます。従来の研究では、台風発
生数の将来変化（注4）は台風の種の発生数によって規定され
ると指摘されていましたが、現在気候において台風の種の発生
数と生存率が台風発生数に与える影響は十分に評価されてい
ませんでした。

2 研究内容
　本研究では2000年から2018年の夏季（7～10月）北半球を
対象に、大気の再解析データERA5と台風観測データIBTrACS

を用いて台風の種の 発 生 数と
生存率を解析しました。再解析
データから抽出、追跡した対流
圏下層の弱い渦を台風の種と定
義し、台風観測データと照合す
ることで海域や時期ごとに台風
の種の生存率を算出しました。
台風の種の周辺における大気海
洋の環境場についても同時に解
析しました。
　解析期間における台風の種の
発生数の水平分布を見ると（図
1）、台風はいずれの海域におい
ても台風の種より狭い領域で発
生しています。各分布の相関を
調べたところ、台風発生数は台
風の種の発生数と生存率の双方
と類似するものの、生存率の分
布との関係がより明瞭であるこ
とが分かりました。次に台風の
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図1. 2000年から2018年の夏季（7～10月）北半球における (a)台風の種の発生数、
(b)台風発生数、(c)生存率 の平均的な水平分布。（発表論文の図1より）
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種の発生数の年々変動を調べたところ、全て
の海域において台風発生数が生存率と強い相
関をもつことが分かりました（図2）。以上の
結果は、台風発生数の決定において台風の種
の発生数と比べて生存率が相対的に重要であ
ることを示しています。さらに台風発生と関連
のある様々な環境場と生存率の関係を統計的
に解析したところ、環境場が生存率の変化と
密接に関係することが分かりました。この結果
は、環境場が生存率を介して台風発生数を左
右することを示唆します。

3 社会的意義・今後の展望
　本研究では、台風の種の生存率が台風発生
数の年々変動や水平分布を特徴付ける重要因
子であることを明らかにしました。また大気海
洋の環境場と台風発生数の関係について新た
に、環境場が台風の種の生存率を介して台風
発生数を左右することを示唆しました。今回の
手法を台風の発生パターンごとに適用するこ
とで、台風の種の発生数と生存率の気候特性
が更に明確になると考えられます。本研究の
成果は台風発生数が決まるメカニズムの理解
につながり、台風発生数の将来予測の精緻化
に貢献することが期待されます。
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注1台風の種 ：台風よりも弱い渦を台風の種と呼び、その一部は台風へ発達する。本研究では、高度1500m付近の渦度（渦の強さを表す物理
量）を用いて台風の種を抽出した。

注2生存率 ：ある領域や期間において発生した台風の種のうち、台風の強さ（地表の最大風速が17.4 m/s 以上）まで発達した数の割合を生
存率と呼ぶ。

注3GPI ：GPI (Genesis Potential Index) は台風の発生可能性を表す指標であり、大気海洋の環境場を表す物理量を用いて計算する。注
目する環境場や計算方法の違いによって様々なGPIが提案されている。

注4台風発生数の将来変化 ：地球温暖化を想定した気候モデルによる研究では、地球全体での台風発生数は減少し、非常に強い台風の発生数が増加すると
されている。しかしその理由は十分に理解されておらず、気候モデルによる予測の不確実性は依然として大きい。

用 語 解 説

図2. 2000年から2018年の夏季（7～10月）北半球における (a)台風の種の発生数、
(b)台風発生数、(c)生存率 の年々変動。海域区分は図1(c)の通りで、北西太平洋
（青）、北東太平洋（緑）、北大西洋（赤）、北インド洋（黄）。（発表論文の図2より）


